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事業場に就業規則がある場合には、労働者の労働条件は、次のように決まります 

① 労働契約は、「労働者が使用者に使用されて労働」することと「使用者がこれに対して賃金を支払う」こ

とについて、労働者と使用者が合意することにより成立します。 

② 労働者と使用者の合意により労働者の労働条件が決定します。 

③ 労働契約において労働条件を詳細に定めずに労働者が就職した場合において、「合理的な労働条件が

定められている就業規則」であることに加え、「就業規則を労働者に周知させていた」ことという要件

を満たす場合には、労働者の労働条件は、その就業規則に定める労働条件によることとなります。 

④ ただし、「就業規則の内容と異なる労働条件を合意していた部分」は、その合意が優先することとなり

ます(合意の内容が就業規則で定める基準に達しない場合を除きます)。 


